福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	管理型産業廃棄物最終処分場における経過期間と浸出水水質の相関分析

	学会名
	第１８回廃棄物学会研究発表会

	発表者名
	田中　宏和　（保健衛生部）

	開催場所
	つくば国際会議場

	開催日時
	平成１９年１１月１９日（月）

	発表内容
	北陸地方の管理型産業廃棄物最終処分場において、埋立時期の異なる区画の浸出水水質と埋立開始からの経過期間との関係を評価した。Cl－、Na+、K+、EC、Niは経過月数に対して指数関数的な低下傾向がみられ、EC以外については洗い出しによる安定化挙動を示していたが、ECについては洗い出し効果に加えて有機物分解の影響を受けていることが示唆された。また、Niの溶出はCl－、Na+、K+に比べて遅いことが分かった。さらに、DOC、COD、HCO3－、NH4+は指数関数的な低下はみられなかったが、BOD/COD値とBOD/DOC値は指数関数的な低下傾向がみられ、有機物分解の安定化挙動を示した。これらの結果から、各埋立区画の浸出水水質は層内の安定化状況を反映し、指数関数による近似式は安定化の将来予測に有効であると考えられた。



